





























































4月よりスタートする LMS（Learning Management System）へのサポート等に今後は時間を
割く必要がある。
星槎グループの理念の一つに「人を排除しない」がある。世代・国籍・環境を問わず全て
の人に学びの機会をつくることを大切にし、入学にあたっても「試験による審査」に代えて
「書類による審査」で学生の受け入れを行っている。今後、オンライン授業による運営が中
心となっていく中で理念を守り続けるには、学生が学ぶためにハード面だけでなく情報や知
識などソフト面でも環境を整えることが求められる。事務局のサポート体制の強化は急務で
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あるが、併せて、教員の自立した授業運営も急務である。教員及び事務局間の相互協力のも
と、着実に学修機会、学修環境の充実を図っていくことが求められる。
コロナの影響により、「実施方法」「人的資源」「金銭的資源」が限られる中で、いかに教
育機会を“無理なく、効率的かつ持続可能な形で”提供し、星槎大学の使命を果たしていく
のか。全国的に大学が“生き残るチャンス”も“生き残れないピンチ”も顕在化する状況下
で、「日本一面倒見がよい大学」の事務局スタッフとしての誇りと意地とを抱きながら、惑
うことなく、今後も「学生のため」の存在として各種業務を推進していきたい。
